
　　　　　事業内容の整理

計 0.0 40.0

1.0

委員等旅費 0.0 0.7

自然環境保全調査費 0.0 38.1

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

諸謝金 0.0 0.3

職員旅費 0.0

( ― ) ( ― )

単位当たり
コスト

当事業は、上記の定量的な指標のみで評価す
ることは適当ではないことから、事業全体として
適正なコスト算出をすることは困難。

算出根拠 ―

HPによるエコツアー等の情報提供
2,709 3,085 3,366

370―

―

―
( ― ) ( ― )

―
( ― ) ( ― )

地域
10 10活動指標及び

活動実績
（アウトプット）

活動指標 単位 20年度

活動実績
（当初見込み）

登録件数
（累計）

21年度

エコツーリズム実施状況の情報収集 活動実績
（当初見込み）

市町村
―

件
（累計）

0 1

アドバイザーの派遣 活動実績
（当初見込み）

1
3

（23年度）

16

33.3%

22年度

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 20年度

23年度活動見込

22年度
目標値

（　　年度）

エコツーリズム推進法に基づく全体構想認定数

成果実績

21年度

％ 0.0% 33.3%

執行率（％） 89.9% 90.7% 75.6%

達成度

執行額 121.0 114.6 88.6

134.0 126.2 117.1 8.5 40.0

0.0 40.0

補正予算 0.0

繰越し等 0.0 0.0 -8.5 8.5

0.0 0.0 0.0

計

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 134.0 126.2 125.6

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・地域協議会等の活動の促進を図るため、技術的な助言（アドバイザーの派遣、他施策との連携、トップランナー地域への支援、
利用適正化の検討等）を行う。
・自然観光資源の保全及びエコツアーガイド等の人材育成のため、エコツーリズムの実施状況に関する情報収集、整理、分析等
を行う。
・エコツーリズムに関し、国民の理解を深めるため、広報活動等（エコツーリズム大賞、フォーラム、各種イベント・ＨＰによる情報提
供等）を行う。

実施方法 ■直接実施　　　　　　　■業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
エコツーリズム推進法§４～７、11～17

関係する計
画、通知等

エコツーリズム推進基本方針
生物多様性国家戦略2010

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

エコツーリズム推進法の基本理念（①自然環境への配慮、②観光振興への寄与、③地域振興への寄与、④環境教育への活用）
を踏まえた地域におけるエコツーリズム一層の推進を図る。

事業開始・
終了(予定）年度 平成16年度 担当課室 総務課自然ふれあい推進室 室長　堀上　勝

会計区分 一般会計 施策名 5-5　自然とのふれあいの推進

事業番号 １６１
　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(環境省)

事業名 エコツーリズム総合推進事業費 担当部局庁 自然環境局 作成責任者



補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

【事業仕分け（第３弾）の対象】
○事業番号・事業名
　Ｂ-9 エコツーリズム総合推進事業費
○WGの評価結果
　来年度の予算計上は見送り
○とりまとめコメント
　本事業については、評価者12 名のうち、廃止が5 名、予算計上見送りが3 名、予算縮減が4 名、うち3 名が半減、1 名が1/3 縮減であった。評価
者からは、効果・アウトカムが検証できない、地域の自主的な取り組みを促す施策に集中すべき、法律上の普及啓発義務があるからといって予算
計上を行うのは短絡的、全体的な戦略ができるまで予算計上は見送るべき等の意見があった。
　以上をもって当WG としては予算計上見送りとさせていただく。エコツーリズムにおいて環境省が何をすべきかが問われている。他省庁との役割
分担を含め、真摯にこの結果を受け止め、検討していただきたい。

予算監視・効率化チームの所見

抜
本
的
改
善

事業仕分けにおける指摘を踏まえ、事業内容を整理すべき。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

省内に設けた有識者会議の提言を踏まえ、必要な事業を整理の上要求。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

事業仕分け（第３弾（下記「補記」欄参照））における指摘を受け、23年度の予算計上は見送っており、その後、省内に設けた有識者会議（エ
コツーリズム推進方策検討会）の議論を踏まえ、必要な事業を整理した。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

―

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

－ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

○ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

―

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

―○



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

環境省

88.6百万円

A.民間事業者等（2者）

17.6百万円

アドバイザーの派遣、他

施策と連携

【総合評価】

地方環境事務所

45.0百万円
（以下内訳）

中部

地方環境事務所

2.0百万円

E.民間事業者（3者）

2.0百万円

【少額随契】

近畿

地方環境事務所

2.5百万円

F.（株）メッツ研究所

2.5百万円

【一般競争】

中国四国

地方環境事務所

1.0百万円

G.（学）鶴学園広島工業

大学

1.0百万円

【少額随契】

≪技術的助言関係≫

トップランナー地域の支援、

利用適正化の検討 等

関東

地方環境事務所

9.5百万円

D.公益法人（3者）

9.3百万円

【企画競争等】

借料、消耗品等

0.2百万円

【その他】

北海道

地方環境事務所

8.8百万円

B.（財）知床財団

8.8百万円

【企画競争】

諸謝金

0.0百万円

【その他】

東北

地方環境事務所

0.1百万円

C.（財）日本交通公社

（8.5百万円※繰越）

【企画競争】

諸謝金

0.1百万円

【その他】

I.NPO法人日本エコ

ツーリズム協会

5.8百万円

エコツーリズム実施状況

調査

【総合評価】

≪情報収集等≫

J.民間事業者（2者）

9.3百万円

エコツーリズム大賞、

フォーラムの実施・HP運

営等

【総合評価等】

≪広報活動等≫

K.民間事業者（4者）

7.1百万円

各種イベントにおける情報提供

【総合評価等】

印刷製本費 等

1.6百万円

パンフレットの作成等

【その他】

L.NPO法人日本エコ

ツーリズム協会

1.0百万円

エコツーリズム推進方策

検討会議運営補助

【少額随契】

≪その他≫

出展料 等

0.1百万円

【その他】

旅費、謝金、会議費

1.1百万円

打合せ、ヒアリング等

【その他】

H.民間事業者等（11者）

21.1百万円

【企画競争等】

中国四国

地方環境事務所

1.0百万円



J.民間事業者（2者）：NPO法人日本エコツーリズム協会

費　目

計 9.2 計 0

雑役務費 エコツーリズム大賞・フォーラムの実
施、HP運営

9.2

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 5.8 計 0

雑役務費 エコツーリズム実施状況調査 5.8

I.NPO法人日本エコツーリズム協会

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 6.8 計 0

雑役務費 利用適正化の検討（屋久島） 6.8

H.民間事業者等（11者）：（株）メッツ研究所

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 2.5 計 0

雑役務費 トップランナー地域の支援（熊野） 2.5

F.（株）メッツ研究所

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.9 計 0

雑役務費 地域におけるエコツーリズム普及啓発 0.9

E.公益法人（3者）：（株）ティーエーシー

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 6.0 計 0

雑役務費 利用適正化の検討（小笠原） 6.0

D.公益法人（3者）：（財）日本交通公社

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 8.5 計 0

雑役務費 利用適正化の検討（白神山地） 8.5

C.（財）日本交通公社

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 8.8 計 0.0

雑役務費 利用適正化の検討（知床） 8.8

B.（財）知床財団 

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 9.5 計 3.1

使　途 金　額
(百万円）

雑役務費 エコツーリズムとグリーンツーリズムと
の連携推進

9.5 雑役務費 自然公園ふれあい全国大会－シンポジウムの
運営

3.1

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.民間事業者等（2者）：（財）日本交通公社 K.民間事業者（4者）：（株）マルクス・インターナショナル

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目



支出先上位１０者リスト

A.民間事業者等（2者）

B.（財）知床財団 

C.（財）日本交通公社

D.公益法人等（3者）

E.民間事業者（3者）

F.（株）メッツ研究所

G.（学）鶴学園広島工業大学

H.民間事業者等（11者）

11
八千代エンジニアリング
（株）

自然資源モニタリング検討調査（西表島） 0.4 8 10.7%

10
（株）沖縄環境科学研究
所

サガリバナ生育地調査（平久保半島） 0.9 6 24.9%

9
（株）新日本技術コンサル
タント

九州自然歩道ポータルサイトの作成 0.9
随意契約
（少額）

―

8
NPO法人国頭ツーリズム
協会

地域人材育成の講座（やんばる） 1.0
随意契約
（少額）

―

7 座間味ダイビング協会 ダイビング利用状況調査（座間味島周辺海域） 1.0
随意契約
（少額）

―

6
あか・げるまダイビング協
会

ダイビング利用状況調査（阿嘉・慶留間島周辺海域） 1.0
随意契約
（少額）

―

5 渡嘉敷ダイビング協会 ダイビング利用状況調査（渡嘉敷島周辺海域） 1.0
随意契約
（少額）

―

4 いであ（株） トップランナー地域の支援（慶良間） 2.2 3 68.1%

3 （株）プレック研究所 利用適正化の検討（やんばる） 2.9 1 97.5%

2 NPO法人くすの木自然館 利用適正化の検討（錦江湾－佐多岬地区） 3.0 企画競争 ―

1 （株）メッツ研究所 利用適正化の検討（屋久島） 6.8 企画競争 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
（学）鶴学園広島工業大
学

エコツアー運用形態構築の検討（瀬戸内海） 1.0
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）メッツ研究所 トップランナー地域の支援（熊野） 2.5 4 74.9%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

3
（株）サイエンス・アンド・テク
ノロジー・コンテンツ

地域におけるエコツーリズムＤＶＤ配布等 0.1
随意契約
（少額）

―

2 （有）オズ トップランナー地域の支援（鳥羽） 0.9
随意契約
（少額）

―

1 （株）ティーエーシー 地域におけるエコツーリズム普及啓発 0.9
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

3 小笠原母島観光協会 地域資源の発掘（小笠原） 0.3
随意契約
（少額）

―

2 （財）日本生態系協会 トップランナー地域の支援（飯能） 3.0 企画競争 ―

1 （財）日本交通公社 利用適正化の検討（小笠原） 6.0 企画競争 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （財）日本交通公社 利用適正化の検討（白神山地） 8.5 企画競争 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （財）知床財団 利用適正化の検討（知床） 8.8 企画競争 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2 （財）日本交通公社 エコツーリズムアドバイザーの派遣等 8.2 1 91.0%

1 （財）日本交通公社 エコツーリズムとグリーンツーリズムとの連携推進 9.5 4 46.6%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



I.NPO法人日本エコツーリズム協会

J.民間事業者（2者）

K.民間事業者（4者）

L.NPO法人日本エコツーリズム協会

1
NPO法人日本エコツーリ
ズム協会

エコツーリズム推進方策検討会議運営補助 1.0
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

4
（有）サイテックコミュニ
ケーションズ

自然公園ふれあい全国大会－展示パネル等の作成 0.9
随意契約
（少額）

―

3
（株）サイエンス・アンド・
テクノロジー・コンテンツ

自然公園ふれあい全国大会－映像作成 1.0
随意契約
（少額）

―

2 ソフトブレーン（株） 生物多様性フェア交流フェアへの出展等 2.0 8 60.2%

1
（株）マルクス・インターナ
ショナル

自然公園ふれあい全国大会－シンポジウムの運営 3.1 4 40.4%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2
NPO法人日本エコツーリ
ズム協会

HPサーバの移行 0.1
随意契約
（少額）

―

1
NPO法人日本エコツーリ
ズム協会

エコツーリズム大賞・フォーラムの実施、HP運営 9.2 2 83.7%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
NPO法人日本エコツーリ
ズム協会

エコツーリズム実施状況調査 5.8 2 82.8%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率


